
【戦評シート】 

平成 １７年 ５月 ５日（木） 協会名： 能代市 バスケットボール協会 

場 所：能代市総合体育館 記入者：大山 正道 
 

チームＡ     チームＢ  

 市立船橋  ９４ ６３  安城学園  
    

２６－１７ 
２１－１８ 
２５－１４ 
２２－１４     

   
スターター チームＡ： ４，６，９，１０，１６ 
 チームＢ： ４，５，６，１１，１７ 
ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 
(試合開始時) チームＢ： □ マンツーマン  ■ ゾーン（ ２－１－２ ） □ その他（ ゾーンプレス ） 

 
 市立船橋はマンツーマンディフェンス、安城学園はオールコートゾーンプレスから２－１－２の
ゾーンディフェンスで試合が始まる。お互いにディフェンスをがんばり簡単に得点を許さない展

開が続く。しかし市立船橋は⑥中村や⑮中山の高さを生かした攻撃で少しずつ差を広げてい

き、残り３分のところで１６－１０の６点リードとなる。これに対し安城学園は相手からファールを

もらい、④宇佐美や⑦志賀のフリースローで加点していくが、結局２６－１７の市立船橋の９点リ

ードで第１Ｑが終わる。 

 第２Ｑ立ち上がり安城学園がペースをつかむ。⑩国本のカットインや④宇佐美のゴール下な

どで残り７：３０のところで２５－２８の３点まで差をつめる。しかし市立船橋も⑥中村のリバンド

からのシュートやポストプレイで反撃し、簡単に差をつめさせない。そして市立船橋はここから⑧

梁瀬や⑦高橋のジャンプシュートで６連続得点をするなど再び安城学園を突き放し、４７－３５

の１２点リードで前半が終わる。 

 第３Ｑに入っても市立船橋は着実に得点を重ねていく。④福田の多彩な攻撃などで残り６：３０

には５５－３８の１７点差まで広げ、安城学園はタイムアウトを取る。しかし安城学園は市立船橋

のディフェンスをなかなか崩せず、残り４：３０のところで市立船橋がメンバーを総入れ替えして

もペースをつかめず、７２－４９と市立船橋が２３点差にリードを広げて第３Ｑが終わる。 

 第４Ｑも市立船橋ペースで試合が進む。⑥中村のジャンプシュートやリバンドからのシュートで

着実に得点し、残り８：３０のところで８０－５１と２９点差までリードを広げる。安城学園はメンバ

ーチェンジやタイムアウトで流れを変えようとするが、市立船橋はその後も攻撃の手を緩めず差

を広げていく。残り５：００を切ったところで両チームとも１，２年生を中心とした戦いとなり、お互

い随所にはつらつとしたプレーを見せる。結局市立船橋が９４－６３と大きく差をつけて勝利し

た。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


